




「読む振興計画」から「見る振興計画」へ
　この度「第２次真室川町教育振興計画」を策定いたしました。
　本計画は、第１次の計画を踏まえ、成果と課題を見極め引き続き「みんなで育む学びの
まち真室川」を基本理念としました。
　将来予測が困難な時代にあっては、すべての人が豊かな人生を生き抜くために、私達は
変化を前向きに受け止め、学ぶことの本来の目的である「希望あふれるその人らしい未来
を自ら手で拓いていく力」を育むことが何より大切であると考えます。
　特に、これからの時代に必要なのは、人に対する好奇心や豊かな感性とともに、学びが
繋がるさらなる環境づくりが重要であると認識しております。
　今回、策定委員の皆様には、新しい時代にふさわしい教育の実現を目指し、また、「真室
川町らしい教育施策」をご提言いただきました。教育委員会としては、自分が生まれ育っ
た郷土を愛することを基盤に、町民すべての皆様が、生き生きと学び続けられるよう各種
施策を着実に推進してまいります。引き続きのご理解とご協力をお願い申し上げます。
　結びになりますが、今回の策定にあたり「読む振興計画」から「見る振興計画」へ、大
きく視点を転換することにご尽力いただきました策定委員の皆様をはじめとする多くの皆
様に、深甚なる感謝を申し上げ、御礼の言葉といたします。

　令和６年３月
真室川町教育委員会教育長　門　脇　　　昭　

策定にあたって
　令和５年８月１日に真室川町教育委員会より諮問を受け、第 1次教育振興計画の主題「み
んなで育む　学びのまち　真室川」及び副題「ふるさとを愛し　高い志をもって　未来を
ひらく　人づくり」を引継ぎ、策定作業を進めてまいりました。
　本計画の策定における一番の特色は、教育の取組がよく「わかる」振興計画になってい
ることです。７つの重点施策（虹のプラン）の１４の取組がポンチ絵でわかりやすく表現
されています。各取組のねらいが具体的に設定され、これまでの取組と課題を明らかにし
て今後の取組の重点が計画され、地域住民誰もが「わかる」ように写真や絵図を取り入れ
た表現になっています。さらに、期待される効果と到達したい数値目標も定め、「みんなで
実践し、育み、成果を出す」という意志も表しています。　
　みんなで楽しく学び合いながら、子どもたちも地域住民もみんなが育つことが真室川町
の教育の魅力です。本計画策定にあたり、策定委員会各位、真室川町教育委員会事務局の
皆様のご努力の賜と衷心より感謝しております。本計画が、魅力ある真室川町を実現させ
るための礎となることを念願し、挨拶といたします。

　平成６年３月
真室川町教育振興計画策定委員会委員長　　　　

山形大学　名誉教授　中　井　義　時　
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第４期教育振興基本計画（国）
令和５年度～令和９年度

Ⅰ　計画概要

　1　計画策定の趣旨
　本町においては、教育の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、平
成３０年度に第１次真室川町教育振興計画を策定し、「みんなで育む　学びのまち　真
室川　～ふるさとを愛し　高い志をもって　未来をひらく　人づくり～」を基本目標
に掲げ、学校、家庭、地域が相互に連携と協力を図りながら一体となって教育を推進
してきました。
　本計画は、第１次計画の基本目標や目指す姿を引き継ぎつつ、この間の教育を取り
巻く社会の動向や課題などを踏まえ、今後５年間における方針とそのための施策を定
めたものです。今後、この計画に基づいて本町の教育施策の一層の推進を図ります。

　2　計画の位置づけ
　本計画は、教育基本法第１７条第２項に基づく計画として、国や山形県の計画を参
酌しつつ、第６次真室川町総合計画（前期基本計画）及び真室川町教育大綱との整合
性を図りながら、策定したものです。

各年度真室川町教育の構想

真室川町教育大綱 第２次真室川町教育振興計画
令和６年度～令和１０年度 

学校教育
家庭教育
子育て支援
幼児教育

生涯学習
スポーツ

個別計画

第６次真室川町総合計画
（前期基本計画）

令和３年度～令和７年度 第６次山形県教育振興計画 
（後期計画）

令和２年度～令和６年度 
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　3　計画の期間
　教育を取り巻く社会状況などの変化に対応するため、計画期間を令和６年度から令
和１０年度までの５年間とします。

　4　計画の推進体制
　計画の推進にあたっては、学校など教育機関を含む教育委員会内部における連携は
もとより、町長部局とも教育施策に関する情報や課題などを共有しながら、連携・協
力を図ります。
　また、多様化・複雑化する課題や時代の変化に適切に対応できるよう職員の確保と
育成に努めます。

　5　計画の進行管理
　本計画の進捗管理にあたっては、事務事業の点検・評価により各施策の実施状況、
成果、課題などについて検証し、改善を図りながら教育施策を展開します。
　また、事務事業の点検・評価にあたっては、第三者の視点による客観性を確保する
ため、学識経験者の知見を活用する外部評価を実施し、評価の結果を公表します。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

第２次教育振興計画（令和６年度～令和10年度）

第３次計画（令和11年度～）見直し
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Ⅱ　第１次真室川町教育振興計画のあゆみ　～成果と課題～
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Ⅲ　真室川町の教育ビジョン

　1　基本目標

　真室川町の教育が目指す姿の実現に向けて、第１次真室川町教育振興計画では、基
本目標のスローガンを「みんなで育む 学びのまち 真室川」としました。第２次計画で
もこれを引き継ぎます。町民みんなが口ずさめるこのスローガンの下、学校・家庭・
地域が一体となり、町全体で「真室川町の教育」を進めていきます。
　そして、具体的な目指す姿を表し、その育成に努めます。この目指す姿 “ふるさとを
愛し　高い志をもって　未来をひらく” には、「自らを認め自らを信じる力」、「自ら学
び自ら考える力」、「感性をはたらかせる力」、「主体的に人と社会に関わる力」が必要
と捉えています。これら４つの力と主体的な学びの根元的な心である「知的好奇心」
を育んでいきます。

◆　源となる４つの力
①　自らを認め自らを信じる力
　「自らを認め自らを信じる力」は、「自分にならできるかも」「やってみなければ分
からない」という意欲、つまり、物事に挑戦する原動力になります。
物事に挑戦し得た経験は、自分の人生にとって価値ある財産となり「志」を立てる
上で欠かせないものとなります。

②　自ら学び自ら考える力
　「自ら学び自ら考える力」は、一人ひとりが社会の変化に受け身で対応するのでは
なく、自らの可能性を発揮し、多様な他者と主体的に向き合って関わり合いながら、
自分の考えをまとめたり、納得解を見いだしたりしていく、生涯に渡って必要とさ
れる力です。



③　感性をはたらかせる力＝センス オブ ワンダー
　「感性」は、さまざまな対象や事象からよさや美しさなどの価値や心情を感じ取る
力です。この「感じ取る力」が高ければ、一つのことから多様な情報をくみ取るこ
とができます。多様な情報を受け取ることができると、そこから思考が広がり、疑
問が生まれ、調べることにつながります。「感性をはたらかせる力」は、新たな知の
創造につながる大切な力です。

④　主体的に人と社会にかかわる力
　「主体的に人と社会にかかわる力」は、一人ひとりが地域コミュニティの一員とし
て、地域の人々や社会と関わり、積極的に参画するための力になります。
　よりよい社会と幸福な人生を切り拓き、未来の創り手となるためには欠かせない
力です。

◆　源となる１つの心
○　「知りたい」「学びたい」という知的好奇心
　「好奇心」は、珍しいことや未知のことなどに興味を持つ心であり、物事を探究す
る根元的な心です。
　変化の激しい現代社会において、知的好奇心を働かせながら、様々な情報や出来
事を受け止め、主体的に判断していくことが求められます。

　2　取り組みの基本方向
　基本目標の実現に向け、取り組みの基本方向を 3 つに分類し、１３の基本方針を定め
ます。基本方針のもとに施策を体系化し、その中でも真室川町らしい特色ある施策を
７つの重点施策（虹のプラン）に位置づけ、真室川町ならではの教育を推進します。

◆基本方向　学校教育　「志高く　確かな学力を育む　人づくり」
　確かな学力「生きて働く知識・技能」「未来の状況にも対応できる思考力・判断力・
表現力」「学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性」を育む教育
を推進し、変化の激しい社会の中でも志を高く掲げ、主体的かつ柔軟に対応できる
子どもを育てます。
◆基本方向　家庭教育・子育て支援　「安心し　子育てができる　環境づくり」
　「家庭は教育の原点」であり、出発点である認識のもと、町全体が協力して、次代
を担う子どもたちの健やかな成長を支え、親自身が子育てや子どもの成長に喜びや
生きがいを感じることができる環境をつくります。
◆基本方向　生涯学習・スポーツ　「人をつなぎ　未来をひらく　学びのまちづくり」
　町民一人ひとりが潤いのある生活を楽しむための学びの機会を充実させ、学びの
場を通して人と人がつながり、真室川のよさを再発見し、郷土を大切にしていきた
いと感じるまちをつくります。
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Ⅳ　施策と主な取り組み
　1  施策の体系
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Ⅴ　第２次真室川町教育振興計画の目標指標　一覧
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真室川町教育振興計画策定委員会名簿

事務局等

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

氏　　名
中　井　義　時
浅　沼　幸　治
栗　田　忠　男
小野寺　　　淳
小　松　　　功
須　田　　　衛
佐　藤　　　浩
伊　藤　真砂子
鮭　延　未　可
髙　橋　伸　一

所　　属　　等
山形大学名誉教授
真室川北部小学校長
最上教育事務所社会教育課長
真室川中学校長
町青少年育成町民会議会長
町スポーツ協会副会長
町ＰＴＡ連絡協議会会長
真室川小学校学校運営協議会委員
町芸術文化協議会事務局長
工房ストロー主宰

1
2
3
4
5
6
7

門　脇　　　昭
髙　橋　雅　之
早　坂　真　紀
阿　部　一　彦
佐　藤　正　美
栗　田　　　猛
須　田　綾　子

教育長
教育課長
指導主幹兼指導主事
課長補佐（学校教育担当）
課長補佐（生涯学習担当）
課長補佐（子育て支援担当）
課長補佐（子育て支援担当）
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第２次真室川町教育振興計画策定委員会設置要綱
令和５年５月２６日
教 委 告 示 第 ５ 号

　（設　置）
第１条　真室川町教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じ、第２次真
室川町教育振興計画の策定を行い本町の教育を円滑に推進するため、第２次真室川町
教育振興計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
　（所掌事務）
第２条　委員会は、次の各号に掲げる事項を所掌する。
　　⑴　第２次真室川町教育振興計画の策定に関すること。
　　⑵　前号に掲げるもののほか、計画の策定に関し必要な事項に関すること。
　（組織）
第３条　委員会は、委員１０人以内で組織する。
２　委員は教育に関し学識経験を有する者のうちから教育委員会が委嘱する。
　（委員長）
第４条　委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。
２　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
３　委員長に事故あるとき又は欠けたときは、委員長があらかじめ指名する委員が、そ
の職務を代理する。
　（任　期）
第５条　委員の任期は、委嘱の日から第２次真室川町教育振興計画の策定が完了するま
でとする。
　（会　議）
第６条　委員会は、必要に応じ委員長が招集し、委員長が議長となる。
２　委員会は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。
３　委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ
ろによる。
　（意見の聴取等）
第７条　委員長は、必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させて意見を聴
き又は資料の提出を求めることができる。
　（庶　務）
第８条　委員会の庶務は、教育委員会教育課において処理する。
　（その他）
第９条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、教育委員会
が別に定める。

　附　則
　（施行期日）
１　この告示は、令和５年６月１日から施行する。
　（招集の特例）
２　この告示の施行後最初に開かれる委員会は、第６条第１項の規定にかかわらず、教
育委員会が招集する。
　（告示の失効）
３　この告示は、第２条に規定する目的達成後、効力を失う。
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